
 

産直ニュース（農・畜・水産）１４週号 
 

生活クラブの産直材は、より美味しくより安心して頂ける様に生産者を指定しています。このた

め、天候・生育状況等によってはお届け週が予定変更になる場合や、緊急にお知らせが必要な場

合もありますので、本ニュースで産地の状況をお知らせします。      生活クラブ関西 

 ＊納品書「次週以降のお届け」が上手く機能していません。果物類お届けは下表をご参考にして下さい。 

今後のお届け品スケジュール 
単協 奈良 滋賀

支所 茨木 豊能 香里 門真 平野 西 東 奈良 滋賀

＊（！）は調整の可能性有りです。

17週
　　　　3次企画登録いちごA　　　　　　　3次企画予約いちご⑤　　　　　　　　　

　　　　　　河内晩柑②　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パイナップル（ピーチ種）①

15週
　　　　3次企画登録いちごA　　　　　　　3次企画予約いちご③　　　　　　　　　

　　　　うすいえんどう①　　　　　　　筍　　　　　　木成りはっさく④　　　　　　　　　　甘夏⑤

14週
　　　　3次企画登録いちごＢ　　　　　　　3次企画予約いちご②　　　　　　　不知火（佐伊津）③　　　　　　

　　　　　　　　　　　木成りはっさく③　　　　　　　　　　　　　　　　甘夏④

大阪 京都

16週
　　　　3次企画登録いちごB　　　　　　　3次企画予約いちご④　　　　　　　　　

　　　うすいえんどう②　　　　　　　　　　河内晩柑①　　　　　　　　パイナップル（ボゴール種）①

 
 おしらせ 産地情報   

配達品（中でも特に生鮮品）については、配達当日に異常が無いかを確認して下さい。 

もし異常が発見された場合は、配達当日に担当事業所までご連絡頂きますようお願いします。   

■さくらんぼ Now 
米沢郷牧場の北澤正樹さんから 4 月初旬のさくらんぼ園地の様子が

写真と共に送られてきました。 

例年、ＧＷ前くらいに開花を迎えるさくらんぼですが、昨年に引き続

き今年も早い開花が予想されています。 

関西でも今年のさくらの開花は早かったですね。ただ開花直前から肌

寒い日が続き、お花見は長い間楽しめる状態となっています。 

◇霜対策 

米沢では、さくらんぼの開花が近くなった４月初めから同様に気温

が下がったことで「霜」の被害が心配されています。 

さくらんぼにとって開花前後の天候は非常に大切です。花芽や蕾が霜

や低温に晒されると花を付けることが出来なくなり、その結果当然で

すが実が成らない事に繋がります。（霜や低温は怖いんです） 

写真は４／３の園地写真。 開花は未だで蕾も膨らんでいない段階で

すが、枝が白く写っているのがわかるでしょうか？ 

低温や霜の注意報がでた際、生産者は夜中中スプリンクラーで散水し

て枝に氷の膜を張る事により花芽を守るのだそうです。 

氷に覆われることで極端に低い温度に晒されず、日中陽が差した時に

も急激に温度が高くならない様にする事で花芽が守られます。 

無事に開花を迎えて実を付けるまで気を揉む日々が続きます…。 

■梅田ぶらぶら 
 久しぶりに大阪の繁華街グランフロントをぶらぶら…。

3/14 にリニューアルオープンした「うめきたセラー」。 

「Farm to Table」「Table to Farm 」 というサスティナブ

ルな活動をテーマに、エコにも気を使ったスイーツを販売

しているＢＡＮＡＮ（バナン）が出店されています。 

なんと！看板商品のバナナソフトには「バランゴンバナ

ナ」をたっぷりと使用しているそうです。 

当日はオッさん（私）１人歩きの為、購入するのは気恥ず

かしく食レポは後日…機会があれば。 

←立て看板の一部です。 

☆バランゴンバナナ案内配付しています！！ 

■米沢郷（胚芽米）5 ㎏の原料変更について 

既にお知らせしている通り、今週から 22 週までは米沢郷（胚芽米）5 ㎏の原料を「ひとめぼれ」から「はえ

ぬき」に変更してお届けします。ひとめぼれよりも粒が小さくなります。昨年の酷暑により米粒の大きさにバ

ラツキが見られます。その為、均一な精米ができず、見た目の色が濃く感じられる事があるかもしれません。 
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